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第１号議案 

災害等扶助交付金の金額の決定及び通知並びに同交付金の交付について 

（案） 

 四国電力送配電株式会社及び関西電力送配電株式会社より受理した災害等扶助交付金

の交付申請書に関して、業務規程第１７６条の１３第１項の規定に基づき申請内容の精

査を行った。これを踏まえ、同条第２項の規定に基づき交付金額を決定し、交付対象者

へ決定通知書により通知するとともに、同規程第１７６条の１４の規定に基づき交付す

る。 

１．交付申請者 

（１）四国電力送配電株式会社

（２）関西電力送配電株式会社

２．申請件名（案件番号） 

（１）２０２２年台風１４号による被害に対する災害復旧費用（２０２２－１３）

（２）関西エリア台風１４号による被害に対する仮復旧費用（２０２２－１４）

※（１）は四国電力送配電株式会社、（２）は関西電力送配電株式会社からの申請 

※上記件名は、申請事業者からの申請件名に基づく

３．申請受理日（案件番号） 

（１）２０２３年３月１３日（２０２２－１３）

（２）２０２３年３月２７日（２０２２－１４）

４．交付金額（審査結果） 

別紙１の審査結果に基づく（自己負担１割を除いた額） 

（１） ２６０，９０６，０００円（２０２２－１３） 

（２） ２７，５６３，０００円（２０２２－１４） 

５．申請事業者への決定通知書 

別紙２及び別紙３の通り 

６．交付金の交付（支払い） 

４．の交付金額については、災害等復旧費用の相互扶助運用要領３．（５）の規定

に基づき、決裁日の翌月末日（２０２３年５月末）までに支払う。 

以 上 
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【添付資料】 

別紙１：災害等扶助交付金の申請内容及び審査結果について 

別紙２：災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について（２０２２年台風 

１４号による被害に対する災害復旧費用（２０２２－１３）） 

別紙３：災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について（関西エリア台風 

１４号による被害に対する仮復旧費用（２０２２－１４）） 

＜参考＞業務規程（抜粋） 

（災害等扶助交付金の金額の決定） 

第１７６条の１３ 本機関は、交付対象者より災害等扶助交付金の申請があった場合に

は、第１７６条の１５に規定する運用要領で定める基準により申請内容を精査する。 

２ 本機関は、前項の精査を踏まえ、交付対象費用と認められる金額から、交付対象者

による１割の自己負担分を控除して災害等扶助交付金の金額を決定し、当該申請をし

た交付対象者に通知する。 

（災害等扶助交付金の交付） 

第１７６条の１４ 本機関は、前条第２項の規定により通知した金額を当該申請をした

交付対象者に交付する。 



災害等扶助交付金の申請内容及び審査結果

（別紙１）

１．（四国エリア）2022年台風14号による被害に対する災害復旧費用

２．関西エリア 台風14号による被害に対する仮復旧費用

※上記件名は、申請事業者からの申請件名に基づく



1１．災害等扶助交付金の申請内容について

 四国電力送配電㈱及び関西電力送配電㈱より、計2件の災害等扶助交付金申請があった。（申請書類の不備等の
有無を確認の上、四国電力送配電は3/13、関西電力送配電は3/27付で受理）

 事務局にて申請内容について審査を行った結果を以って、本理事会にて交付額を決定し、決定通知書により通知すると
ともに、翌事業年度において同交付金の交付を行うこととしたい。

被災事業者 広域機関

１.災害基準確認

2.申請
3.相互扶助審査開始

4.支払い額の決裁
（理事会）

5.決定通知書発行

6.交付金支払い

7.交付金実績整理

支払い確認

通知書受理

8.年度の交
付実績報告
書を作成

10.年度末
時点における
累計交付金
額の通知

9.年度の交付
実績を報告

年度末時点におけ
る累計交付金額
の通知を受理
（一般送配電事業者）

＜申請交付に係る業務フロー＞ ＜今回申請内容＞
件名

（エリア）
停電発生日

（下段：99％停電解
消日）

該当する災害要件 最大停電
件数

申請交付金
（自己負担額控後）

台風14号
（四国）

2022/9/18
(2022/9/21)

【発災前】
・48時間先までの予想進路にお
いて暴風域に入る確率が70％
以上の範囲に入った。

36,214戸 260,995,000円

台風14号
（関西）

2022/9/19
(2022/9/20)

【発災前】
・48時間先までの予想進路にお
いて暴風域に入る確率が70％
以上の範囲に入った。

9,940戸 27,563,000円

合計 288,558,000円
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１. 時間外労務費・手当・日当
74,136千円

２．人員の移動・宿泊費
1,282千円

３．電源車等の燃料・移動・
点検費
227千円

４．委託費
214,123千円

５．迅速な停電復旧
に資する費用
227千円

申請対象費用
289,995千円

（1）（四国エリア）2022年台風14号～申請金額の概要および査定～

申請交付額
(自己負担：10％を除いた額)

 仮復旧作業は４日間であり、時間外労務費の対象者として延べ2,393名が対応にあたった。
 申請金額の約７割は仮復旧作業（電線の断線・設備損傷に伴う応急復旧等）と巡視等のための委託
費であった。

 他電力からの応援はなかった。
 審査の結果、宿泊費の申請に含まれていた食事代99,050円の申請を未承認とした。

×0.9 = 260,995千円
※四捨五入の関係で各項目の金額と合計金額が合わない場合がある。
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１. 時間外労務費・
手当・日当
22,006千円２．人員の移動・宿泊費

1,047千円

３．電源車等の燃料・移動・
点検費
1,851千円

４．委託費
5,722千円

申請対象費用
30,626千円

（2）関西エリア 台風14号～申請金額の概要および査定～

申請交付額
(自己負担：10％を除いた額)

 仮復旧作業は2日間であり、時間外労務費の対象者として延べ1,077名が対応にあたった。
 申請金額の約７割は時間外労務費であり、仮復旧作業（電線の断線・混線に伴う高圧線混線改修や
断線修理、飛来物除去）として委託費も約2割あった。

 他電力からの応援はなかった。
 審査の結果、申請交付額全額を承認した。

×0.9 = 27,563千円
※四捨五入の関係で各項目の金額と合計金額が合わない場合がある。



4２．審査結果（総括）

 審査の結果、一部減額はあったが、総じて申請金額や証憑等に問題がないことを確認した。
 本申請案件に係る交付額について、「(四国エリア)台風14号」及び「関西エリア台風14号」の2件に
おいて、288,469,000円で決定する。

申請対象費用
審査結果 交付額

（審査の上決定）承認額 減額

(四国エリア)台風14号 289,994,663円 289,895,613円 99,050円 260,906,000円

関西エリア 台風14号 30,625,833円 30,625,833円 0円 27,563,000円

合計 320,620,496円 320,521,446円 99,050円 288,469,000円

×
0.9

（10%は自己負担）
千円未満四捨五入



5３．まとめ ～交付額の決定及び申請事業者への対応について～

 速やかに交付額の決定通知書を発行し、交付対象者へ通知する。
 交付金については、今月に納付された2023年度分災害等扶助拠出金（62億1千万円）を以って
支払うものとし、現時点において既交付決定の未払い分（約21億5百万円）とあわせて、運用要領
3.(5)の規定に基づき、全額を理事会議決日の翌月末（５月末）に支払う。

交付額
（今回決定）

理事会議決日の翌月末（2023年5月末）
における支払い額

【2023年度拠出総額－
既交付決定額未払い分】

積立残高：4,104,687,000円

(四国エリア)台風14号 260,906,000円 ⇒ 260,906,000円

関西エリア 台風14号 27,563,000円 ⇒ 27,563,000円

計 288,469,000円

上記交付後の拠出金積立残高 3,816,218,000円
（参考）

2023年度拠出総額 6,210,000,000円

既交付決定額未払い分 2,105,313,000円
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【補足資料】
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１．(四国エリア) 2022年台風14号による被害に対する災害復旧費用
＜四国電力送配電株式会社＞



8［参考］対象となる申請案件の概要 ～申請内容～

項目 内容

1．件名 2022年台風14号による被害に対する災害復旧費用

2．災害要件

3．被害状況 ・停電発生日時 ：2022年9月18日（日）6時46分
・最大停電日時、戸数 ：2022年9月19日（月）7時、36,214戸
・損害設備状況：高圧線断線509条径間、電柱折損・倒壊40基等
・主な停電の原因：台風の影響による、電線断線および設備損傷のため

4．仮復旧終了日（扱い日） 2022年9月21日 (水) 12時52分

5．申請交付金額
（自己負担一割を除いた額） 260,995,000円

（発災前）
・非常に強い台風について、48時間先までの予想進路に電力供給エリアが入る場合
（2022年9月17日16時45分時点）

判断タイミング 災害基準要件

発災前

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（台風）非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの予想進路に電力供給エリアが入る場合

・（災害共通）大雨特別警報、暴風特別警報等の各種特別警報が発表された場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

発災直後

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（災害共通）最大停電軒数（戸数）10万以上

・（台風・豪雨）最大風速*40m/s以上が観測された場合 *最大風速：10分間平均風速の最大値

・（台風・豪雨）1時間降水量が80mm以上を観測した場合

・（地震）最大震度6弱以上を観測した場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合



9［参考］対象となる申請案件の災害概要 ～四国エリア 台風14号の概要～

 2022年9月18日(日)午後8時、大型で非常に強い台風14号は、鹿児島県姶良市付近を1時間におよ
そ20キロの速さで北へ進み、中心の気圧は935ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は45メートルで、中
心の北東側260キロ、南西側185キロ以内では風速25メートル以上の暴風となって、高知県や愛媛県の
一部が風速25メートル以上の暴風域に入った。これにより、九州のほぼ全域と四国の一部が台風の暴風
域に入った。

出典：気象庁HPより

出典：tenki.jpより一部抜粋
https://tenki.jp/forecaster/deskpart/2022/09/18/19584.html

https://tenki.jp/forecaster/deskpart/2022/09/18/19584.html


10［参考］対象となる申請案件の概要 ～災害基準要件のエビデンス～

 交付対象となる災害基準要件（(台風)非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの
予想進路に電力供給エリアが入る場合）を満たしていることを確認した。

出典：国土交通省 気象庁ホームページより抜粋

2022年9月17日16時45分発表
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［参考］対象となる申請案件の概要 ～停電状況及び交付金対象期間～

仮復旧対象期間

時間外
日当

宿泊
旅費

直接工事
(資機材)

委託費

仮/本
区分可

仮/本
区分不可

事前対応

該当なし

配電線事故対応など

該当なし

停電発生日時
9/18 6時46分

停電ピーク
9/19 7時

停電軒数の推移

99%停電復旧
9/21 12時52分

該当なし

仮復旧工事費・巡視点検費等

【災害基準要件】
48時間先までの予想
進路において暴風域に
入る確率が70％以上
の範囲に入った

停電発生
９/18 6時46分

99％停電解消
９/21 12時52分

復旧対応に資する申請

停電ピーク
9/19 7時
36,214戸

該当なし

該当なし
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 時間外労務費の対象として延べ2,393名が復旧対応にあたった。
 申請している作業内容が適切か、時間外単価が当該会社の各種規程に基づき適切に計算されているか、
申請期間が「仮復旧対象期間（~99%停電復旧日まで）」を逸脱していないか等について審査し、問
題ないことを確認した。

［参考］審査結果 ①時間外労務費・日当等

項目 申請対象
費用 審査額 差異

時間外労務費 73,560 73,560 ０

日当 576 576 0

計 74,136 74,136 0

＜①時間外労務費内訳＞

単位：千円

631

963

486

313

0

200

400

600

800

1000

9/18 9/19 9/20 9/21

＜作業内容及び対応人数＞

配電線事故対応

※千円未満四捨五入
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 移動・宿泊費の対象は、9/18～9/21までの4日間であった。
 対象となる旅費及びその他費用が証憑と整合しているか、宿泊費が当該会社の各種規程や証憑と整合し
ているか審査し、宿泊費の申請に含まれていた食事代99,050円の申請を未承認とした。

［参考］審査結果 ②人員の移動・宿泊費

項目 申請対象費用 審査額 差異

旅費(車船賃、高速
代・タクシー代等） 204 204 0

宿泊費 614 614 0

島嶼部派遣費用 464 365 99

計 1,282  1,183 99

＜②人員の移動・宿泊費及びその他費用の内訳＞
単位：千円

＜旅費・宿泊費の内訳＞

0

100

200

300

9/18 9/19 9/20 9/21

旅費 宿泊 単位：千円

※千円未満四捨五入
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 エビデンスに基づき、主に利用日、金額等に関し審査を行い、申請内容に問題がないことを確認した。

［参考］審査結果 ③電源車等の燃料・移動・点検費

項目 申請対象費用 審査額 差異

発電機車燃料費
（高圧・低圧・ポータブル）

227 227 0

計 227 227 0

単位：千円＜③電源車等の燃料・移動・点検費の内訳＞

※千円未満四捨五入
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 委託費は仮復旧工事と巡視点検費のための費用であった。特に、仮復旧工事は電線の断線・設備損傷
に伴う応急復旧や断線復旧等であった。

 エビデンスに基づき、主に工事内容や工期に関し審査を行い、申請内容に問題がないことを確認した。

［参考］審査結果 ④委託費

項目 申請対象費用 審査額 差異

仮復旧工事費 129,422 129,422 0

巡視点検費 84,701 84,701 0

計 214,123 214,123 0

単位：千円＜④委託費の内訳＞

※千円未満四捨五入



16

 レンタサイクルは、台風の影響でフェリーが運休、海上タクシーでの移動となり、車両を持ち込むことができな
かったことから、現地で迅速に移動するために利用した。

 エビデンスに基づき、主に利用日、金額等に関し審査を行い、申請内容に問題がないことを確認した。

［参考］審査結果 ⑤迅速な停電復旧に資する費用

項目 申請対象費用 審査額 差異

島嶼部派遣費用
(レンタサイクル代)

6 6 0

倒木処理費用 221 221 0

計 227 227 0

単位：千円＜⑤迅速な停電復旧に資する費用の内訳＞

※千円未満四捨五入
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２．関西エリア 台風14号による被害に対する仮復旧費用
＜関西電力送配電株式会社＞



18［参考］対象となる申請案件の概要 ～申請内容～
項目 内容

1．件名 関西エリア 台風14号による被害に対する仮復旧費用
2．災害要件

3．被害状況
・停電発生日時 ：2022年9月19日（月）1時04分
・最大停電日時、 戸数：2022年9月20日（火）3時 9,940戸
・主な停電の原因：台風の影響による電線の断線や混戦、設備の損傷のため

4．仮復旧終了日（扱い日）
2022年9月20日 (火) 18時35分

5．申請交付金額
（自己負担一割を除いた額） 27,563,000円

判断タイミング 災害基準要件

発災前

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（台風）非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの予想進路に電力供給エリアが入る場合

・（災害共通）大雨特別警報、暴風特別警報等の各種特別警報が発表された場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

発災直後

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（災害共通）最大停電軒数（戸数）10万以上

・（台風・豪雨）最大風速*40m/s以上が観測された場合 *最大風速：10分間平均風速の最大値

・（台風・豪雨）1時間降水量が80mm以上を観測した場合

・（地震）最大震度6弱以上を観測した場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

（発災前）
・非常に強い台風14号が、2022年9月18日9時時点における48時間先までの予想進路に入り、関西エリ
アが48時間先に暴風域に入る確率が70％以上となった。（2022年9月18日9時時点）



19［参考］対象となる申請案件の災害概要 ～関西エリア 台風14号の概要～

 2022年9月19日(月)午前10時、台風14号の中心気圧は975ヘクトパスカル、中心付近の最大風速
は30メートル、最大瞬間風速は45メートルであり、中心の北東側260キロ以内、南西側185キロ以内が
風速25キロ以上の暴風域となった。東側750キロ以内、西側650キロ以内は風速15キロ以上の強風域
であった。 出典：福井新聞資料より一部抜粋

https://www.fukuishimbun.co.jp/articles/-/1631833

出典：気象庁HPより

https://www.fukuishimbun.co.jp/articles/-/1631833


20［参考］対象となる申請案件の概要 ～災害基準要件のエビデンス～

 交付対象となる災害基準要件（(台風)非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの
予想進路に電力供給エリアが入る場合）を満たしていることを確認した。

出典：国土交通省 気象庁ホームページより抜粋
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［参考］対象となる申請案件の概要 ～停電状況及び交付金対象期間～

仮復旧対象期間

時間外
日当

宿泊
旅費

直接工事
(資機材)

委託費

仮/本
区分可

仮/本
区分不可

事前対応

該当なし

事前準備・事故復旧対応、後方支援・現場調整など

該当なし

停電発生日時
9/19 1時4分

停電ピーク
9/20 3時

停電軒数の推移

99%停電復旧
9/20 18時35分

該当なし

配電設備復旧工事費・交通整理費用・事務所待機費用等

【災害基準要件】
48時間先までの予想
進路において暴風域に
入る確率が70％以上
の範囲に入った

停電発生
９/19 1時4分

99％停電解消
９/20 18時35分

復旧対応に資する申請

停電ピーク
9/20 3時
9,940戸

該当なし

該当なし
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 時間外労務費の対象として、延べ1,077名が復旧対応にあたった。
 申請している作業内容が適切か、時間外単価が当該会社の各種規程に基づき適切に計算されているか、
申請期間が「仮復旧対象期間（~99%停電復旧日まで）」を逸脱していないか等について審査し、問
題ないことを確認した。

［参考］審査結果 ①時間外労務費・日当等

項目 申請対象
費用 審査額 差異

時間外労務費 18,122 18,122 ０

深夜手当 1,767 1,767 0

日当 74 74 0

その他手当
（作業手当・特別労働手
当・緊急呼出手当・台風手
当・帰宅不能手当）

2,043 2,043 0

計 22,006 22,006 0

＜①時間外労務費内訳＞
単位：千円

224
134

237

169

116

23

10

6

86

6

14

32

0

150

300

450

600

750

9/19 9/20

＜作業内容及び対応人数＞ その他
待機・対応準備
系統操作
非対本部対応
後方支援
復旧工事

※千円未満四捨五入
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 移動・宿泊費の対象は、9/19～9/20(仮復旧99％終了日)までの2日間であった。
 旅費は9/19分に電車・バスの復路分が含まれている。
 対象となる旅費及びその他費用が証憑と整合しているか、宿泊費が当該会社の各種規程や証憑と整合
しているか、利用期間等について相違がないかを審査し、問題ないことを確認した。

審査結果 ②人員の移動・宿泊費

項目 申請対象費用 審査額 差異

旅費 8 8 0

宿泊費 565 565 0

その他（高速道路
利用代・乗車代・レ
ンタル布団）

474 474

計 1,047  1,047 0

＜②人員の移動・宿泊費及びその他費用の内訳＞

単位：千円

＜旅費・宿泊費の内訳＞

0

150

300

450

600

9/19

旅費 宿泊
単位：千円

※千円未満四捨五入
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 エビデンスに基づき、主に利用日、金額等に関し審査を行い、申請内容に問題がないことを確認した。

［参考］審査結果 ③電源車等の燃料・移動・点検費

項目 申請対象費用 審査額 差異

発電機車
（車両運搬費）

1,819 1,819 0

燃料費 27 27 0

高速道路料金 5 5 0

計 1,851 1,851 0

単位：千円＜③電源車等の燃料・移動・点検費の内訳＞

※千円未満四捨五入
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 委託費は仮復旧工事費用と人員費用(交通整理・待機等)のための費用であった。特に、仮復旧工事は
電線の断線・混線に伴う高圧線混線改修や断線修理、飛来物除去であった。

 エビデンスに基づき、主に工事内容や工期に関し審査を行い、申請内容に問題がないことを確認した。

［参考］審査結果 ④委託費

項目 申請対象費用 審査額 差異

仮復旧工事費用 2,707 2,707 0

人員費用
(交通整理・待機費用等)

3,015 3,015 0

計 5,722 5,722 0

単位：千円＜④委託費の内訳＞

※千円未満四捨五入



（別紙２） 

広域総第２０２３－０２３号  

２０２３年４月２７日  

 

四国電力送配電株式会社  

取締役社長  

横井  郁夫  殿  

電力広域的運営推進機関  

 理事長  大山  力     

 

災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について  

 

２０２３年３月１３日付で受理致しました「２０２２年台風１４

号による被害に対する災害復旧費用（２０２２－１３）」に関する

災害等扶助交付金の申請について、業務規程第１７６条の１３第１

項に基づき、申請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の１３第

２項に基づき、下記の通り交付金額を決定致しましたので通知致し

ます。  

 

記  

１．件名（案件番号）  

２０２２年台風１４号による被害に対する災害復旧費用  

（２０２２－１３）  

２．交付金額  

２６０，９０６，０００円  

３．交付決定日  

２０２３年４月２７日  

４．交付金支払い日  

２０２３年５月３１日  

以上  



（別紙３） 

広域総第２０２３－０２４号  

２０２３年４月２７日  

 

関西電力送配電株式会社  

代表取締役社長  

土井  義宏  殿  

電力広域的運営推進機関  

 理事長  大山  力     

 

災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について  

 

２０２３年３月２７日付で受理致しました「関西エリア台風１４

号による被害に対する仮復旧費用（２０２２－１４）」に関する災

害等扶助交付金の申請について、業務規程第１７６条の１３第１項

に基づき、申請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の１３第２

項に基づき、下記の通り交付金額を決定致しましたので通知致しま

す。  

 

記  

１．件名（案件番号）  

関西エリア台風１４号による被害に対する仮復旧費用  

（２０２２－１４）  

２．交付金額  

２７，５６３，０００円  

３．交付決定日  

２０２３年４月２７日  

４．交付金支払い日  

２０２３年５月３１日  

以上  
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